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ブランドシンボルの意義

“ 知性” と“ 情熱”

赤＝社員の強い情熱

グレー＝ IT 企業として必要な知性

J と B の一体化＝お客様や社会、パートナーとの「繋がり」を想起

J 上部の丸いポイント＝「個人の人格の尊重」や「自立した姿勢」を表現

全体＝「信頼感」あるイメージで構成

私たちを取り巻く社会・経済環境は日々 変化し、お客様

企業の成長戦略や経営課題、IT活用ニーズは多様化、

高度化してきております。

ＪＢグループは、1964年の創業以来2万社以上のお客

様企業のIT活用を支援してまいりました。これらの経験

と実績をベースに、グループ各社はそれぞれが得意とする

事業分野においてスピード感のある事業展開を行い、お

客様に最適なソリューション（解決策）、サービスの提供

を積極的に行っております。

これからも、グループ各社が連携し、社員が一丸となって

お客様満足度の向上と企業価値の最大化、社会への貢

献を通じて皆様から信頼されるグローバルなベスト・サー

ビスカンパニーを目指してまいります。

今後ともより一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上

げます。

ＪＢＣＣホールディングス
代表取締役社長

ＪＢＣＣ株式会社（ＪＢＣC）

株式会社シーアイエス（ＣＩＳ）

ゼネラル・ビジネス・サービス株式会社（ＧＢＳ）

株式会社アイ・ラーニング（ i - Lｅａｒｎiｎｇ）

ＪＢサービス株式会社（ＪＢＳ）

株式会社ソルネット（ＳＯＬＮＥＴ）

佳報（上海）信息技術有限公司（ＪＢＣＮ上海）

JBCC（Thailand）Co., Ltd.（ＪＢＴＨ）

JBSG PTE. LTD.（ＪＢＳＧ）

ＪＢパートナーソリューション株式会社（ＪＢＰS）

株式会社イグアス（ iＧＵＡＺU）

ＪＢアドバンスト・テクノロジー株式会社（ＪＢＡT）

Ｃ＆Ｃビジネスサービス株式会社（Ｃ＆ＣBS）

経営理念
行動規範

「自らマインド」
自らベストを考え自ら行動をおこす

「ＪＢグループ行動基準」
CSR 基本理念

ＪＢグループは
ベスト・サービスカンパニーとして、
よき企業市民を目指し、社会および

環境との調和を図ります。

ビジョン
社会、お客様、株主、社員と感動を共有し、

信頼されるグローバルな
ベスト・サービスカンパニーを

目指します。

　　　メッセージ  Message

ＩＴの可能性を、未来の可能性に。— 目指すはベスト・サービスカンパニー
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ＪＢグループは3つの事業分野でビジネスを展開しています。
お客様の経営や業務の課題を解決するためのソリューションやサービスを取り揃え、
最適なIT活用を支援しています。

● ● ●  3つの事業分野でグループ各社が連携してお客様を支援

事業分野

ディストリビューション

ビジネスパートナー様向けに、IT製
品、クラウドサービス、および3Dプリ
ンター等の販売を行っています。
また、法人向けにITサプライ用品の
販売と、ウェブを活用した調達代行
を行っています。

株式会社イグアス

シェアード・サービス

人事・総務、経理・財務、情報シ
ステム、業務サービス（業務支援、
業務管理）を中心に、ＪＢグルー
プ内の各種スタッフ業務を行ってい
ます。

Ｃ＆Ｃビジネスサービス株式会社

情報ソリューション

IT活用に関するトータルサービス（コンサル
ティング、アプリケーション開発、システム
開発、運用、保守、監視、アウトソーシン
グ等）の提供を行っています。

ＪＢＣＣ株式会社
株式会社シーアイエス
ゼネラル・ビジネス・サービス株式会社
株式会社アイ・ラーニング
ＪＢサービス株式会社
株式会社ソルネット
佳報（上海）信息技術有限公司
JBCC(Thailand) Co., Ltd.
JBSG PTE. LTD.
ＪＢパートナーソリューション株式会社

製品開発製造

ＪＢグループ独自のソフトウェアソリュー
ション、プリンティングシステム、セキュリ
ティ関連ソリューション等の開発・提供の
他、お客様に合ったオプティマイズハード
ウェアの提供を行っています。

ＪＢアドバンスト・テクノロジー株式会社

● ● ●  沿革

自社ブランドの確立
1964年  4月 日本ビジネスコンピューター株式会社設立

1964年  4月 超小型コンピューターの先駆けとなる 
TOSBAC-1100Dを開発、販売

1977年 10月 日本で初めて漢字処理ができる 
「システム-1 漢字」を開発、販売

1982年  4月 CI導入、新ブランド名を「ＪＢＣＣ」とする

1982年  5月 意思決定支援システム「JUSMATEシリーズ」を開発、販売

1983年  3月 日本アイ・ビー・エム販売株式会社と販売提携し、 
「IBMマルチステーション5550」を販売

1983年  3月 日本初のネットワーク分散処理システム 
「C-200」を開発、販売

日本ＩＢＭのパートナーとしてビジネス基盤を強化
1983年  8月 日本アイ・ビー・エム株式会社と資本・業務提携

1999年  7月 運用センター（SMAC）を開設 

1999年10月 株式を東京証券取引所市場第二部へ上場

2000年  9月 株式を東京証券取引所市場第一部へ上場

2004年  1月 ISO140001取得（横浜事業所）

2004年 11月 ＪＢＣＣヘルスケア・コンソーシアム（ＪＢＨＣ）を設立

さらなる成長に向けてホールディングス体制に移行
2006年  4月 純粋持株会社としてＪＢＣＣホールディングス株式会社スタート

2008年11月 中国大連市に拠点を設立しグローバル展開を開始

2009年10月 クラウド・インテグレーションセンター（検証センター）を開設

20 11年  7月 プリンターサプライに特化した法人向けECサイト 
「サプライズバンク ドットコム」を開設

2014年  4月 創立50周年

2015年10月 お客様に最適なクラクドサービスを提供する 
コンソーシアム「俺のクラウド倶楽部」を設立

2015年 11月 CAMSSセンター（ビジネスパートナー様向け検証センター）を開設

1964

1983

2006

第 1 の創業

第 2 の創業

第 3 の創業

システム -1 漢字

運用センター SMAC
（Solution Management and Access Center）

CAMSS センター

　　　事業内容  Business Categories

グループ各社が連携してお客様を支援し ます
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製造

農業

次世代オフィス病院

自治体

家庭（デジタルホーム）

学校

交通機関

Internet of Things
IoT

金融

デバイス 接 続手段

センサー
回線（3G・4G）

Wi-Fi

Beacon

Bluetooth

音響透かし

接 続手段

回線（3G・4G）

Wi-Fi

Beacon

Bluetooth

音響透かし

スマートフォン

タブレット

カメラ

ウェアラブル

デバイス 目的

スマートフォン

サイネージ

おもてなし

売上
拡大

購買
促進

お役立ち

行動
支援

ユニファイド
コミュニケーション

タブレット

センサー

ウェアラブル

収集
サービス

解析
サービス

情報
サービス

AWS IoT
Bluemix

Gate
Way

● データ
売上 POS、GPS 位置情報、加速度、ジャイロ、照度、近接、顔認証、カメレオンコード

パーソナル BI
Smart BI
NX MotionBoard
NX 販売支援
NX 戦略箱
Watson

Cloud EC
Cloud 放送局

「情報」と「人」をつなぎ、
企業の成長を支援

● ● ●  JB グループの IoT サービス概要

医療・ヘルスケア分野の課題解決を支援 

ＪＢＣＣでは、2004年にＪＢＣＣヘルスケア・コンソーシアム
（ＪＢＨＣ）を設立し、電子カルテ／医療会計を中心に病院情
報システムの提供から、セキュリティ・運用保守まで総合力を
活かしたＩＴ活用を提案しています。
また、「地域包括ケアシステム」の実現に向けたソリューション
の展開を進めており、地域連携・往診・在宅診療など必要な
ニーズをITを活用してつなぎ、医療サービスを安心して受けら
れる社会の実現を目指しています。

海外進出日系企業のＩＴ活用を支援 

中国・ASEANに進出する日系企業の機器調達／ＩＴシステムの
設計／構築から運用までをＪＢグループ各社や現地企業と連携
し、支援しています。お客様の日本本社とも連携をとり、グロー
バルＩＴ戦略をコーディネートしています。

● ● ●  3D

● ● ●  医療

● ● ●  グローバル展開

地域包括ケアシステムの実現に向けて

さらに充実

新たな取り組み

● クラウドサービス
Ｗｅｂ型電子カルテ
Medical Vision シリーズ

● 医療機器の保守
滅菌器など 

● ３Ｄプリンター
医療分野での活用

移動支援機器
クラウド 、センサー
ロボット　など

見守り支援機器

ＩＴの利用

生活支援 医療

住まい 予防

介護

ＪＢＨＣ（ＪＢＣＣヘルスケア・コンソーシアム）

ＪＢＣＣと医療・ヘルスケア分野に関連した優良企業が設立した企業連合で、単独では解決
できない病院業務全般の課題に総合的に対応しています。 http://www.jbhc.jp/

川崎事業所内 3D ショールーム

日本

現地ビジネス
パートナー

IBM中国
IBMタイランド
IBMシンガポール

タイ

シンガポール

バンコク

大連

上海

広州

中華人民共和国 協業

連携
連携

現地進出日系企業 日本本社

日本IBM

JBSGJBTHJBCN

● コンサルティング、開発・導入・運用支援
● JBソフトウェア

JBグループ

● お客様との継続的なリレーション
● JBCN、JBTH、JBSGの技術支援、育成支援

　　　注力分野  Business Categories

環境の変化に柔軟に対応、多様化するニー ズにお応えします
今やITは、企業経営への役立ちのみならず、生活のあらゆる場面に利用され、社会になくてはならないものになってきました。
クラウドを中心とした技術の進化、ソーシャルメディアの急成長に加え、
あらゆる“モノ”がインターネットにつながる、IoT（Internet of Things）の実現がはじまっています。
IoTにより、今まで離れていた“モノ”と“モノ”がつながり、今まで想像できなかったような、新たな価値が生み出される…。
ＪＢグループは、クラウドを中心とした具体的なIT活用を提案し、IoTで実現する新しい未来に向けて、
お客様と共に、お客様の成長につながる仕組みづくりを進めています。

スマートデバイス、ウェアラブル、センサー、カメラ等、あらゆる
“モノ”がつながるIoTでは、そこから発生する膨大なデータの中
から、必要なデータを収集・解析し、価値ある情報として活用
することが求められています。

ＪＢグループは、データを収集・処理して、クラウド上の”サービ
ス”として利用できる環境を整え、お客様の用途・目的に応じた
様々なソリューションと組み合わせて、最適なクラウドサービス
を提供しています。

3D事業を充実し、新たな活用を推進 

iＧＵＡＺＵでは、米国 3D Systems 社製の3Dプリンターの取り扱
いを2009年からスタートし、ＪＢＳで保守の提供を行っています。
3Dプリンターはその技術・精度の向上、利用できる造形材料の
多様化により、検証用や試作品から完成品へと、その活用分野
は日々拡がってきています。
発展する新たな市場に向け、クラウドでの3Dデータ提供サー
ビスや3Dデータを活用したシステムの構築等、新たなソリュー

ションの提 供と、それを支
える3D技術者の育成にも
グループ全体で取り組みを
行っています。

現地ビジネスパートナー

 聯迪恒星（南京）信息系統有限公司（LDNS）
JBCN 広東華智科技有限公司（Whizen）
 大連百易軟件股份有限公司（Presoft）
JBTH Metro Systems Corporation Public Company Limited.

JBSG Avnet Technology Solutions (Singapore) Pte. Ltd.
 Ingram Micro Asia Ltd
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　　　情報ソリューション  Information Solutions

企業の成長を支援するソリューションを トータルに提供します
２万社以上の様々な企業のIT活用を支援してきた経験と実績をベースに、
コンサルティングから設計・構築、運用・保守まで、
お客様のライフサイクルを見据えたソリューションをトータルに提供しています。

構想・企画 

経営／業務／ＩＴの課題を見える化し、ＩＴ活用が効果を生
む箇所の抽出、最適なソリューションの提案へと具体化して
います。

設計・開発 

業務知識、プログラム技術、マネジメント力を結集し、お客様の
ニーズに即したシステムを構築しています。
アジャイル開発手法とツールの採用（設計ツール「XupperⅡ」、
開発ツール「GeneXus」）により高速開発を可能にし、高品質
で保守性の高いシステムの構築に取り組んでいます。

構想・企画

● 現状把握、課題の見える化
● 最適なソリューションの提案
● 診断サービス

設計・開発

● アジャイル手法
● 開発自動化ツール
● プロジェクトマネジメント
● 業務知識

運用

● クラウドサービス
● アプリケーション／インフラ監視
● セキュリティ管理
● バックアップ

運用 

企業のITインフラがクラウドへと移行する中、クラウド運用監
視センター CLIC（Cloud Innovation Center）では、クラウド
利用手続きの代行から、稼働監視、バックアップ、設定変更な
ど、クラウドの運用をトータルで支援し、利用しやすく、安定し
たクラウド環境を提供しています。
また、運 用センターSMAC（Solution Management and 
Access Center）では、近年頻発するサイバー攻撃に対し、クラ
ウド環境でのセキュリティ対策サービスの拡充を進めています。
24時間365日体制で企業のIT資産を守り、万が一のトラブル発
生時には、SMACと全国のサービス拠点が連携し、リモートだけ
でなくオンサイトでの対応も可能な体制を構築しています。

クラウドの急速な利用拡大や、スマートデバイスの普及、本格
化してきたIoT等により、企業を取り巻くIT環境も変化し、求め
られることも変わってきています。
バックオフィスは、業務の効率化やコスト削減により生産性を
高め、フロントオフィスは、多様化するお客様のニーズに迅速に

● ● ●  “情報と人をつなぐ”クラウドサービス

会計

情報と人をつなぎ、大きく成長！
Ecoシステム・クラウドサービス

ワークフロー

EDI

人事給与
データ連携

勤怠

戦略箱

ダッシュボード

コマース

分析

クラウドサイネージ

モバイルアプリケーション
名刺管理

ドキュメント管理

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

生
産
性

フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス

成
長
性

業務・業種特化ソリューション
最適な組み合わせ

業務・業種特化ソリューション
最適な組み合わせ

情報と人をつなぐ情報と人をつなぐ
オムニ
チャネルIoTO2O

オンプレミス

Mobile-up

基幹システム

商談（お客様先）

デジタル・
マーケティング

モバイルオフィス（移動・外出先）

クラウドを利用するために必要な手続きの代行から、設計、構築、
運用まで、トータルにサポートしています。サーバー監視、データの
バックアップ、設定変更等の日常の運用に加え、セキュリティ対策
にも対応しており、安心・安全なクラウド環境を実現しています。

対応し、企業の成長に貢献することが求められています。
IT資産は自己所有からクラウド環境へと移行。業務・業種に
特化したソリューションを組み合わせて、最適なサービスをス
ピーディに提供し、構築から運用まで、お客様の成長をトータ
ルに支援します。

クラウド運用監視センター 
CLIC（Cloud Innovation Center）
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　　　情報ソリューション  Information Solutions

お客様のシステム開発・運用を支援します
● ● ●  多種多様なお客様のシステム開発を支援 ● ● ●  24 時間 365日のシステム運用を支援
ビジネス環境の変化やテクノロジーの進化等により、近年のシステム開発へのお客様のご要望は多様化、複雑化しています。
アジャイル開発手法とツールを組み合わせた柔軟なシステム開発と専門のセンターで、
お客様のシステム開発、運用をトータルで支援します。

運用センターSMAC（Solution Management and Access Center）では、24時間365日体制でお客様のIT環境を支援しています。
東京、大阪の2箇所のSMACにSOC（Security Operation Center：セキュリティ対策システムに特化した運用センター）機能を
新たに追加し、近年その手口が高度化する標的型攻撃への対応や、マルウェアの分析等、セキュリティ技術の強化に取り組んでいます。
社内も、外出先も、クラウドも─、お客様の情報資産を守り“日々の業務を停止させない” 運用を支えます。

ハイブリッド・クラウド環境での検証を支援 

国内外各社のサーバー、ストレージ等の最新ハードウェアとソ
フトウェアを取り揃え、お客様のシステム環境の検証や、最新
ソリューションのデモンストレーション等を提供しています。
近年、主流となっている社内基幹システムとクラウドサービス
を組み合わせたハイブリッド・クラウド・プラットフォームの各
種検証も可能です。技術でシステムの利便性を高め、お客様
の更なる成長を支援します。

ツール連携による開発・保守品質の向上 

システムの開発の上流工程における設計情報を一元管理し、
開発へとつなげるXupperⅡと、設計情報からプログラムのコー
ドを自動生成するGeneXusの連携で、「擦り合わせ開発」を実
現。お客様の意思確認と、要求に対する柔軟な対応が可能で、
開発の手戻りを抑えます。
設計情報（お客様の要求）と、実装（システム）を一致させ、短
期間の開発で、品質を確保し、保守コストを削減したシステム
の構築に取り組んでいます。

パートナー企業と連携し、日々進化する脅威に対応 

日々進化する外部からの脅威に対応するため、高いセキュリ
ティ技術を持つ、パートナー各社と連携して様々なサービスを
提供し、お客様の安全なシステム運用を支援しています。

ウルグアイ東方共和国で開催された「GeneXusインター
ナショナルミーティング」（2015年9月）では、世界30ヶ
国以上のユーザーやパートナーが集まる中、GeneXus
の開発元であるGeneXus S.A. より、日本市場における
GeneXusの販売拡大に
ついてＪＢＣＣが表彰さ
れました。

● 高度に仮想化されたシステム基盤の技術検証
● お客様の既存システムのクラウド環境への移行検証
● ハイブリッド・クラウド環境の検証
● 最新ソリューションの技術検証
● 各種デモンストレーション　　など

上り連携
（GeneXus → Xupper）

GeneXusで項目定義を
変更したとしても
Xupperに反映できる

下り連携
（Xupper → GeneXus）

Xupper で管理した項目を
GeneXusでの開発で

利用できる

上流 工程

XupperⅡ - GeneXus
連携

業務要件（業務のやり方・流れ・必要な情報）を
ナレッジ化し、高いユーザビリティで

コミュニケーションの質を向上するXupperⅡ

下流 工程

要件・設計から迅速にアプリケーションを生成し、
擦り合わせ開発を実現するGeneXus

“早い段階” で “要求内容” を
“動くシステムで確認できる”

擦り合わせ開発を実現

侵入されにくい戸締まり侵入されにくい戸締まり 脅威を発見する警報装置脅威を発見する警報装置

被害に遭っても損害を減らす警備員被害に遭っても損害を減らす警備員

ICT 基盤

対応

検知防御

運用センターSMACは、2つの国際規格の認証を取得し、
ITIL準拠の高品質なサービス提供と情報セキュリティレベ
ルの維持・向上に取り組んでいます。
このような高品質なＩＴ運用と情報セキュリティを兼ね備
えた体制を東京・大阪2箇所のSMACで二重化し、災害時
等でもお客様の事業継続を支援します。

高品質な体制で事業継続を支援

情報セキュリティマネジメント

JQA-IM0148

SMAC 東京／大阪、
中部／西日本サービスデスク

IT サービスマネジメント

JQA-IT0030

［ 認証取得 ］

上り連携
（GeneXus → Xupper）

GeneXusで項目定義を
変更したとしても
Xupperに反映できる

下り連携
（Xupper → GeneXus）

Xupper で管理した項目を
GeneXusでの開発で

利用できる

上流 工程

XupperⅡ - GeneXus
連携

業務要件（業務のやり方・流れ・必要な情報）を
ナレッジ化し、高いユーザビリティで

コミュニケーションの質を向上するXupperⅡ

下流 工程

要件・設計から迅速にアプリケーションを生成し、
擦り合わせ開発を実現するGeneXus

“早い段階” で “要求内容” を
“動くシステムで確認できる”

擦り合わせ開発を実現

侵入されにくい戸締まり侵入されにくい戸締まり 脅威を発見する警報装置脅威を発見する警報装置

被害に遭っても損害を減らす警備員被害に遭っても損害を減らす警備員

ICT 基盤

対応

検知防御

運用センター SMAC　　
Solution Management and Access Center

IT機器 監視運用サービス
ネットワーク　サーバー　ハウジング　ホスティング

IoT機器 監視運用サービス
太陽光発電設備　３Ｄプリンター

セキュリティ 監視運用サービス
ネットワーク　エンドポイント　Web　マネジメント

ヘルプデスクサービス
専用ヘルプデスク 　アプリケーション・ヘルプデスク

コールセンターサービス
ハードウエア障害受付  修復作業管理／履歴管理

セキュリティ対策

24時間365日

運用体制・要員

ノンストップ運用

災害対策
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ディストリビューション事業 

主に全国約650社のビジネスパートナー様向けに、優位性の
ある商品・ソリューションを、マルチベンダーで見積もり、構
成、納品まで、ワンストップで提供しています。
また、ビジネスに役立つ情報の提供、資格取得のためのスキル
アップ支援など、あらゆる側面でビジネスパートナー様を支援
しています。

サプライ事業 

豊富な品揃えのサプライ品を様々な形態で提供しています。

● 法人様向け　［サプライズバンクドットコム］

 専門性と価格優位性を強みにプリンターサプライ専門の
ショッピングサイトのみならず、周辺機器など7,000点以上
の商品を扱っています。「HUGGER」の日本での輸入総代
理店としてPCバックの直販、卸も行っています。

3D 事業 

米国3D Systems 社製3Dプリンターを製造業から個人向けま
で幅広いラインナップで取り揃えています。川崎事業所に併設
するショールームでは、3Dプリンターの具体的な活用イメージ
を持っていただけるように、稼働中の実機や造形物をご紹介し
ています。
また、急速な発展・拡大が期待される3D分野において、3Dプリ
ンターや材料の販売・保守に留まらず、造形するデータの作成
支援ソフトウェアやスキャナー等の周辺機器の販売等、独自のソ
リューションやサービスを創出し、付加価値を提供しています。

● ● ●  あらゆる側面でビジネスを支援

プラスチック素材でフルカラー造形を
実現する企業向け3Dプリンター

従来の監視・防犯カメラと異なり拡張性の高いEagle Eyeのクラウド監視カメラ

3Dスキャナー

CAMSSセンター
クラウド・アナリティクス・モバイル・ソーシャル・セキュリ
ティ（CAMSS）分野の製品・サービスを評価・検証するセ
ンターをパートナー企業向けに開設

ビジネスパートナー様に様々なIT製品・ソリューション・サービスをワンストップで提供するディストリビューション事業、
ITサプライを主としたサプライ事業、技術革新で応用分野が広がる3D事業など、
幅広い分野でビジネスの拡大を支援しています。

未来型ITの
トータルサプライヤーを

目指して

サプライ事業

● 法人向け会員制 EC サイトの運営
● 法人向け集中購買 EC サイトの運営

3D事業

● 3D プリンター／ 3D ショールーム
● 3D モデリング製品
　（スキャナー、ソフトウェア）
● 3D 技術者育成支援
● 3D 独自ソリューションの創出

ディストリビューション事業

全国カバーの拠点網で
地域密着のきめ細かい対応
● 川崎、札幌、仙台
● 名古屋、金沢
● 新大阪、広島、松山、福岡

ワンストップで案件支援
● 構成・見積から納品まで
● 取扱商品の問い合わせ対応

各種認定資格者による支援
● 販売・テクニカル支援
● 検証環境の提供

パートナー様向け会員制
Webサイトで統合サポート
● 課題解決に必要な情報収集
● 業務の支援を提供

http://www.suppliesbank.com/

　　　ディストリビューション  Distribution

ビジネスパートナー様に様々なIT製品・ソ リューション・サービスを提供します



1969
インパクトプリンター
第一号機「DB」

1966
電子計算機システム

Ｒｅｅｄ Ｒｅｘを併合し、
ＪＢグループの
開発機能を集約

2015

ＪＢアドバンスト・テクノロジー
株式会社（ＪＢＡＴ）に改称

2008

株式会社アプティに
ＪＢＣＣ開発・生産事業部を統合

2001

日本ビジネスコンピューター
株式会社（現ＪＢＣＣ）設立

1964
1977

日本初、漢字処理可能な
「JBC システム -1漢字」

2014
インパクトプリンター　

「JBAT 5577」

2006
お客様の課題に
最適なソリューション　

「Optimized HW」シリーズ

必要な
機能に

最適化

1998
インパクトプリンター　

「JBCC プリントスター 506X」

2009
データ連携ソリューション
Qanat

1993
印刷ソリューション
PrintPro

1994
生産管理・販売管理パッケージ
R-PiCS

AWS IoT

2013

必要な時に、必要な機能を、
ＪＢクラウドサービス
Smart BI
NX 販売支援

基幹業務データの
集計・分析ツール

「ワークフレンド」

1994

2004
意志決定ソリューション
WebReport

インフラ構築・運用管理 不要

ＪＢソフトウェアクラウドサービス

・販売管理

・生産管理

・データセキュリティ 

・データバックアップ

・ハイブリッドＤＢ

・情報連携支援 
・意志決定支援

・プリンティング支援

・ユーザー支援

・ハードウェア

つなぐ 活かす

見える

まもる
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2015年4月、製品開発製造事業にソリューション開発の機能を集約・統合しました。
永年培ってきたハードウェアとソフトウェアの開発技術を活かして、
ERP等の基幹業務アプリケーションと、意思決定・情報連携・プリンティング等を支援するソリューションを融合し、
更なるグループの独自性を創出、お客様に役立つ製品やサービスを提供しています。

● ● ●  新しい価値を創造し続けます
実績あるツール類と、用途に応じた様々なソリューションを組み合わせ、
クラウド、IoT等の注目の技術を積極的に活用して、お客様に役立つソリューションを提供しています。
一歩先行く技術で、お客様の“お困りごと”を“いいね”に変え、
お客様の生産性の向上と成長を支援します。

気づき

Iot /AI

モバイルクラウド

先進技術研究所での取り組み

お客様に役立つソリューションをお届けするために、先進技術への取
り組みを積極的に行っています。クラウド、ビッグデータ、モバイル
等の他、近年注目が集まる IoT、AI（Artificial Intelligence：人工知能）
も研究テーマとして取り組むと共に、これまでの経験を活かした「気
づき」を具現化することを実践。OSS（Open Source Software：オー
プンソースソフトウェア）をはじめとしたコミュニティや、外部機関の
コンソーシアム等にも参加し、最新技術への知見を深めています。
また、グループ唯一の研究機関として「JB グループ OSS コミュニティ」
を立ち上げ、先進技術の「スキル習得プログラム」や「技術者情報
連絡会」を実施し、将来の技術リーダーとなる人材の育成とグルー
プ全体の技術力の強化に努めています。

※ 2007 年に発表した、シリアルインパクト・プリンター
「PowerTyper V1000」は、漢字印刷において世

界最高の印刷速度を誇ります。
 （漢字高速モード 420 文字 / 秒）

先進技術研究所の研究室 
イノベーション・ラボ（Innovation Lab）

技術者情報連絡会
最新技術動向の共有と、技術者間の
コミュニケーションを目的に開催

　　 　製品開発製造  Product Development and Manufacturing

JBグループならではのソリューションを開 発します



15 16JBCC  holdings  INFORMATION JBCC  holdings  INFORMATION

関東車椅子バスケットボール連盟への協賛 

2014年度より、関東車椅子バスケットボール連盟に協賛しています。この団体にはＪＢグ
ループの社員２名が所属するチームも加盟しており、一部の大会運営にはＪＢグループ社員
もボランティアスタッフとしてお手伝いしています。

被災地支援 －森の長城プロジェクト 

『森の長城プロジェクト』に賛同し、この団体が企画する植樹・育樹活動に参加しています。
2015年度も、ＪＢグループ従業員からの参加を募り、東日本大震災被災地でのボランティア
活動を３回実施するとともに、寄付金による支援も行っています。

ホルチン砂漠緑化活動 

中国モンゴル自治区に広がるホルチン砂漠の地に再び緑を！を合言葉に植林と植林後の維
持管理をする緑化活動を2004年より継続して行っています。活動した一帯を「ＪＢグループ
希望の森」と名づけ、これまでに36ha（東京ドーム7.7個分）に拡大しています。

地域清掃活動への取り組み 

ＪＢグループでは、各事業所周辺の地域清掃活動に参加し、札幌、新宿、横浜、福岡など、
各地で清掃活動を行っています。

不用になったカレンダーの寄付 

年末年始にかけて、各社・各事業所から集まったカレンダーを、最寄りの社会福祉協議会
等に寄付しています。2015年度は、500本ものカレンダー等を寄付しました。

募金活動 

毎年ＪＢグループ内で募金活動を実施しています。2015年度は「ホルチン砂漠緑化募金」
139,793円、「外貨コイン募金」日本円に換算して約40,944円が集まりました。 
また、2015年４月に発生したネパール地震に対しても、義援金を寄付を行い、長年の国内
外への義援金寄付に対し、日本赤十字社から表彰されました。

CSR基本理念

ＪＢグループはベスト・サービスカンパニーとして、よき企業市民を目指し、社会および環境との調和を図ります。

ＣＳＲ実施方針

（1） 法令・規制を遵守し、お客様との約束を守り、高水準の倫理を保つ。 
（2） 常に最新の IT に挑戦し、自らマインドによる開発、自社活用、お客様への提案・提供により、日本の IT 活用の促進に貢献する。 
（3） グローバルな視野を持つよき企業市民として、社会への貢献、環境保全活動を積極的に行う。

環境改善への取り組み

環境への影響を持続的に改善するため、環境マネジメントシステムに関
する国際規格ISO14001の認証登録を継続しています。(2015年度 認定
登録／ＪＢＣＣホールディングス、事業会社9社）ISOマネジメントシステ
ム認証を長期にわたり継続していることに対して審査機関（日本環境認
証機構）より、「ISO14001 10年継続賞」を2015年3月に受賞しました。

　　　ＣＳＲ  Corporate Social Responsibility

社会および環境との調和を図ります

ＪＢグループでは、「事業活動を通じた活動」、「企業市民としての活動」、「企業倫理・社会的責任遵守活動」の
主に３つの分野で活動しています。

事業を通じた活動に加え、地域・社会とともに社会貢献活動に積極的に取り組んでいます。

2012年度より、毎年のＪＢグループCSR活動を１冊にまとめた、
ＣＳＲレポートを発行しています。
詳細はホームページよりご確認ください。
http://www.jbcchd.co.jp/csr/report.html

● ● ●  社会貢献・環境保全活動

● ● ●  ＣＳＲレポート発行

企業倫理・
社会的責任遵守活動

● ＪＢグループ内部統制方針
● ＪＢグループ行動基準
● ＪＢグループ環境方針
● 社会的責任 - 雇用拡大（女性、障がい者、高齢者）
  - ポジティブ・アクション宣言（企業における女性活躍推進の取り組み）
  - ポジティブ・オフ宣言（ワークライフ・バランス実現への取り組み）

企業市民としての
社会貢献活動

● 被災地支援（森の長城プロジェクト）
● 環境活動（緑化活動、ISO14001、「Fun to Share」への参加）
● 障がい者支援（関東車椅子バスケットボール連盟に協賛）など

事業活動を通じた
社会貢献活動

● システムの最適化提案によるグリーン IT の実践（サーバー統合、仮想化、クラウド）
● 環境省・国土交通省より港湾低炭素化推進の実証事業を採択
● カーボンオフセット事業による企業の CO2 排出削減を支援など
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ＪＢ Group IT Forum 

毎年春に、各分野でリーダーシップを持つ協賛パートナー各社
と、JB Group IT Forumを実施しています。
東京、名古屋、大阪の3カ所で実施しており、基調講演にはIT
分野のみならず、経済や文化等、幅広く講師をお招きしてい
ます。
展示やセッションでは、経営や日々の業務に役立つ情報を具
体的にご提案しています。

IR活動 

お客様のみならず、投資家の皆さまにもＪＢグループをご理解
いただくべく、決算説明会や個別面談とともに、東京証券取引
所や日本経済新聞社主催のIRイベントに継続的に参加してい
ます。定量情報のみならず、業界動向や注力分野等についても
わかりやすくご案内しています。
また、ホームページにも専用のコーナーを設けてビジネス状況
をお伝えしています。
※ IR：Invester Relation

　　　お客様視点での活動  Do business from the customer’s point of view

お客様の満足度向上に努めます

日常の活動でお客様が抱える課題や要望を理解すると共に、
お客様からの評価やご意見を伺う「お客様満足度調査」を毎
年実施しています。

● ● ●  ＪＢグループを理解いただくために

● ● ●  お客様の声を伺い、活動に展開

JBグループは、お客様の経営課題を解決し、企業の成長を支援するIT活用をお手伝いしています。
お客様に信頼され、ITに関することなら何でも任せてもらえるパートナーとして認めていただけるように努めています。

お客様の声

日常の活動

お客様満足度調査
（年1回）

お客様毎
「改善提案書」
「活動報告書」ＩＴに

関することは
JB グループに

相談しよう

お客様

重点テーマ選定

施策・活動の決定

お客様満足度
向上活動

推進リーダー

発表大会

委員会

Ｊ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
会
議
︵
四
半
期
に
１
回
︶

ここを改善
してほしい

営業・技術者・スタッフ

事
業
会
社  

各
社

ソーシャルメディア

Facebook 
https://www.facebook.com/jbcchd

Twitter 
https://twitter.com/jbcchd

JBグループ情報誌Link

経営層を主な読者対象として、IT活用のみならず文化・教養に関する情報をご紹介

電子書籍 http://www.jbgroup.jp/link/
お客様事例 http://www.jbgroup.jp/casestudy/

JBグループの書籍
http://www.jbcchd.co.jp/corporate/book.html

JBグループポータルサイト　
http://www.jbgroup.jp/

JB Group IT Forum 展示会場

個人投資家向けIRイベント 出展ブース

お客様の声を日々の活動の質や、サービス品質の向上、業務改
善などに反映し、お客様により一層ご満足いただけるよう、継
続した改善活動を行っています。

お客様満足を実現するためには、ESが不可欠と
考え、「社員満足度調査」を毎年実施し、プロフェ
ショナルの育成や働きやすい職場環境の実現等を
具体的に行っています。
※ ES：Employee Satisfaction（社員満足）

「CS活動」のベースとなるES

「お客様満足度調査」の結果や日頃のお客様の声
をベースに、全職種のメンバーが連携して、業務に
密着したCS活動を実施しています。
活動はPlan（計画）→Do（実行）→Check(評価）
→Action（改善）のサイクルで継続的に行い、活動
内容をグループ内で共有・展開しています。
※ CS：Customer Satisfaction（お客様満足）

全員参加の「CS活動」を実施

情報提供 

各種ソリューションや導入事例など、お客様に役立つ情報を
ホームページやソーシャルメディアでタイムリーにお知らせす
るとともに、ＪＢグループ情報誌などでも詳しくご紹介してい
ます。
グループ各社主催のセミナーでは最新ソリューションや導入事
例・効果について、より具体的にご紹介しています。

CS&ES 活動発表会を実施

お客様満足や社員満足の向上をねらいとする改善活動を事業会社毎に実施してい
ます。
毎年、グループでの活動発表会を実施しており、2015年度は約150チームの中から
選出された12チームが活動の苦労や成果を発表し、グループ内で共有しました。
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クラウドサービスやシステムの開発・運用を通じ、将来にわたりお客
様のビジネスの成長を支え続けるＩＴを、幅広い業種のお客様 1 社
1 社に、最適な形で提案し、圧倒的なスピードで対応しています。

変革と成長に貢献し続けるＩＴ活用を提案

ＪＢＣＣ株式会社
代表取締役社長： 東上　征司
社員数： 1038 名
設立： 1988 年 4 月 1 日
URL： http://www.jbcc.co.jp/

中国での IT 総合窓口およびオフショア開発の拠点として、現地ビジ
ネスパートナーやＪＢグループ各社と連携し、機器調達／ IT システ
ムの設計／構築から運用までワンストップで支援しています。

中国に進出するお客様のＩＴ活用を支援

佳報（上海）信息技術有限公司 
董事長総経理： 森　浩二
社員数： 20 名
設立： 2009 年 11 月 30 日
URL： http://www.jbcchd.co.jp/jbcn/

中部地区での経験と実績を活かし、主にものづくり支援（PLM）、バッ
クオフィス業務構築（会計・人事 / 給与など）、セキュリティーの各
種ソリューション＆サービスを提供しています。

中部地区に密着してお客様のＩＴ活用を支援

株式会社シーアイエス
代表取締役社長： 後藤　雅彦
社員数： 103 名  
設立： 1982 年 2 月
URL： http://www.cisjp.com/

九州、中国地区のベスト・ソリューション・パートナーとして製造業・プ
ラントエンジニアリング業・情報通信業・公共・医療のお客様を中心に、
幅広い業種・業務に各種ソリューション＆サービスを提供しています。

九州、中国地区に密着してお客様のＩＴ活用を支援

株式会社ソルネット
代表取締役社長： 長浜　好数
社員数： 178 名 
設立： 1967 年 2 月 3 日
URL： http://www.solnet-dot.com/

ASEAN でのＩＴ総合窓口として、現地ビジネスパートナーやＪＢグ
ループ各社と連携し、機器調達／ＩＴシステムの設計／構築から運
用までワンストップで支援しています。

ASEAN に進出するお客様の IT 活用を支援

JBSG PTE. LTD.
代表取締役社長： 礒野　章一
社員数： 2 名　
設立： 2013 年 1 月 30 日
URL： http://www.jbcchd.co.jp/jbsg/

日本と中国の架け橋役として、システム開発経験豊富な中国人 SE
を日本国内のお客様先に紹介し、開発を支援しています。

オフショア開発を提供

ＪＢパートナーソリューション株式会社
代表取締役社長：市川　国昭
社員数： 12 名   
設立： 2010 年 2 月 22 日
URL： http://www.jbps.co.jp/

運用センター SMAC と全国のサービス拠点をベースに、IT・セキュリ
ティに関する監視・運用・保守サービスを提供。医療分野・３D 分
野などにもサービスの領域を拡大しています。

IT・セキュリティに関する監視・運用・保守サービスを提供

ＪＢサービス株式会社
代表取締役社長： 三星　義明
社員数： 319 名  
設立： 2007 年 4 月 2 日
URL： http://www.jbsvc.co.jp/

主にビジネスパートナー様に最新のシステム製品、IT サプライや３D
プリンター、およびクラウドサービスなどの新たな商材を、価値ある
情報とともに提供しています。

ビジネスパートナー様に様々な商材を提供

株式会社イグアス
代表取締役社長： 矢花　達也
社員数： 273 名　
設立： 2005 年 11 月 22 日
URL： http://www.i-guazu.co.jp/

情報ソリューション（国内） 情報ソリューション（海外） ディストリビューション

人事・総務、経理・財務、情報システム、業務サービスなどのスタッ
フ業務をＪＢグループ各社に提供しています。また、ＪＢＣＣホールディ
ングスのコーポレートスタッフとしてグループ全体の統制管理を支援
しています。

ＪＢグループ各社のスタッフ業務を推進

Ｃ＆Ｃビジネスサービス株式会社
代表取締役社長： 後藤　浩
社員数： 149 名　
設立： 2002 年 4 月 1 日
URL： http://www.ccbs.co.jp/

シェアード・サービス

コンピューター開発・製造の経験とノウハウを活かし、オリジナルソ
リューション（生産管理／販売管理 パッケージ、情報連携／プリン
ティング／レポーティング ツール）、各種ハードウェアを開発・製造し
ています。

オリジナルソリューションを開発・提供

ＪＢアドバンスト・テクノロジー株式会社
代表取締役社長： 谷口　卓
社員数： 223 名  
設立： 1991 年 10 月
URL： http://www.jbat.co.jp/

製品開発製造

タイでのＩＴ総合窓口として、現地ビジネスパートナーやＪＢグループ
各社と連携し、機器調達／ＩＴシステムの設計／構築から運用まで
ワンストップで支援しています。

タイに進出するお客様の IT 活用を支援

JBCC（Thailand） Co., Ltd.
代表取締役社長： 礒野　章一
社員数： 11 名
設立： 2010 年 7 月 13 日
URL： http://www.jbcchd.co.jp/jbth/

　　　事業会社  JB Group

JBグループの事業会社13社をご紹介し ます

SI 事業、HRS 事業を軸に、日本 IBM、NTT データ イントラマート
などの企業と連携し、基幹システムと最新 Web テクノロジーを融合
したシステム構築 / 運営を支援しています。

基幹システムと最新 Web テクノロジーの融合を支援

ゼネラル・ビジネス・サービス株式会社
代表取締役社長： 宮下　克昭
社員数： 83 名
設立： 1993 年 6 月 29 日
URL： http://www.gbs.co.jp/

次代を担う人財育成を支援する企業として、人財開発研修、営業研
修、IT 研修、PM 研修、IBM 製品研修など、豊富な研修サービスを
提供しています。

人財育成を支援する幅広い研修を提供

株式会社アイ・ラーニング
代表取締役社長： 片岡　久
社員数： 61 名
設立： 1990 年 2 月 1 日
URL： http://www.i-learning.jp/

2016年4月1日現在



21 22JBCC  holdings  INFORMATION JBCC  holdings  INFORMATION

国内
54拠点

※委託事業所12拠点を含みます。
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　　　会社概要  Corporation

JBCCホールディングスの会社概要をご 紹介します
● ● ●  会社概要 ● ● ●  役員

社 名 ＪＢＣＣ ホールディングス株式会社

英 文 名 称 JBCC Holdings Inc.

U R L http://www.jbcchd.co.jp/

設 立 1964 年 4 月 1 日

所 在 地
〒144-8721 
東京都大田区蒲田5-37-1 
ニッセイアロマスクエア15F

資 本 金 4,687 百万円

グループ社員数 2,500 名 （有期社員 232 名 を含む）
2016 年 4 月 1 日現在

事 業 内 容 純粋持株会社

上場証券取引所 東京証券取引所 市場第一部
（ 証券コード 9889）

会 計 監 査 員 あらた監査法人

代 表 取 締 役 社 長 山田　隆司

代 表 取 締 役 東上　征司

取締役専務執行役員 赤坂　喜好

取締役常務執行役員 一木　一夫

取 締 役

矢花　達也

谷口　卓

長谷川　礼司　（社外）

田邉　雅章　（監査等委員）

今村　昭文　（監査等委員・社外）

齊藤　紀夫　（監査等委員・社外）

● ● ●  グループ拠点
JBグループの各拠点からダイレクトにお客様をサポート。 
いつでも、どこでも同品質のサービスを提供しています。

● ● ●  コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方
ＪＢグループの経営方針は､（1）透明性の高いグループ経営､（2）企業価値の増大､
 （3）日本のIT活用促進に貢献の3つであり、ステークホルダー（お客様、株主、取引先、社員、社会）に対し、
常に最高の価値を提供し、企業価値を継続的に向上できるよう努めています。
詳細はホームページよりご確認ください。　http://jbcchd.co.jp/ir/manegement/governance.html

体制 

6月16日の第52期定時株主総会の決議を受け、監査役会設
置会社から監査等委員会設置会社へ移行しました。移行によ
り業務執行と監督の分離を一層進め、ホールディングス体制
のもと、より迅速な意思決定の実現を図ります。また、社外取
締役が過半数を占める監査等委員会により取締役会の監督
機能を一層強化することで、コーポレートガバナンスの実効性
を高め、企業価値の実現を目指します。

コンプライアンス 

コンプライアンス経営を徹底し、役員および社員の意識づけ
を図るために「ＪＢグループ行動基準」を制定し、この実践を
通じて高い倫理観を共有し、広く社会から信頼される企業体
となるよう努めています。

2016年6月16日現在

経営総務 ＩＴ企画法　務 コンプライアンス 広報・ＩＲ 管　理 内部監査業務企画 人事総務 経　理

経営管理経営企画法務・コンプライアンス

株主総会

監査等委員会取締役会 グループ監査役会

役員人事報酬委員会

CSR 委員会

リスクマネジメント委員会

セキュリティ・BCP 委員会

経営戦略会議

事業戦略スタッフ会議

海外事業推進会議

コーポレートスタッフ会議

事業戦略担当

海外事業担当

事業推進担当

グループ経営会議

代表取締役社長
代表取締役

コーポレートスタッフ

● ● ●  組織体制


